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阪神・淡路大震災10周年　芦屋市犠牲者追悼式

　１月16日にルナ・ホールで開催された追悼式で、震災でお父さん
を亡くされた高校３年生の岡本智子さんが遺族を代表し、５２０人の
参列者の前で追悼の言葉を述べられました。

問い合わせ　市議会事務局　�38-2001

市議会定例会の日程
平成１７年　第１回

　平成１７年第１回定例会は、２月２５日（金）に招集され、３
月２５日（金）までの日程で開催する予定です。
　本会議・各委員会の予定は次のとおりです。
　傍聴を希望されるかたは、日程が変更になることがあり
ますのでお確かめのうえ、ご来場ください。

■２月２４日（木）

　【議会運営委員会】

■２月２５日（金）

　【本会議】

　　平成１６年度分議案提案説明、委員会付託、
　　平成１７年度施政方針説明等
■２月２８日（月）・３月１日（火）・２日（水）

　【各常任委員会】

　　平成１６年度分議案審査（補足説明、質疑、討論、採決）
■３月７日（月）

　【議会運営委員会】

■３月８日（火）
　【本会議】

　　平成１６年度分議案処理（委員長報告、討論、採決）、
　　総括質問等
■３月９日（水）

　【本会議】

　　総括質問、平成１７年度分議案委員会付託等
■３月１０日（木）・１１日（金）・１４日（月）

　【各常任委員会】

　　平成１７年度分議案審査（補足説明、質疑、討論、採決）
　【予算特別委員会各分科会】

　　平成１７年度各会計予算の審査
■３月２２日（火）

　【予算特別委員会】

　　座長報告、討論、採決
■３月２４日（木）

　【議会運営委員会】

■３月２５日（金）

　【本会議】
　　平成１７年度分議案処理（委員長報告、討論、採決）

富田砕花賞の贈呈式

■日　時　２月１９日（土）午前１０時３０分～
■会　場　美術博物館
■贈　呈　正賞・賞状、副賞・５０万円
■講　演　『詩と日本語』
■講　師　詩人・杉山平一氏（選考委員）
■申し込み　電話で生涯学習課へ

第15回

富田砕花賞

平成16年度 受賞作品

くにさだ きみ氏『壁の日録』
問い合わせ　生涯学習課　�38-2091

◆プロフィール◆
くにさだ　きみ（本名　 中田 

なかだ

　 喜美 ）氏
きみ

　昭和７年（１９３２年）岡山県生まれ。詩人。昭和３０年（１９５５年）に

詩集『 蒼 の楕円』（小林美和子・中田喜美共著）を発表し、平成
あお

１６年（２００４年）までに１３作品を発表する。

「ミモザ」および　「くにさだきみ個人誌『 径 』」に所属。
みち

「詩人会議」「岡山県詩人協会」および「現代詩人会」会員。
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　平成２年に、詩人・富田砕花生誕
百年を記念して芦屋市が創設した
「富田砕花賞」は、市の財政難から
当初は平成１６年度から休止する予
定でした。
　しかし、富田砕花顕彰会が中心
となり、顕彰会委員をはじめ広く
市民の皆さんからの寄付を募った
結果、１月２０日現在で１５９万７千円
の寄附金が集まり、無事実施する
ことができることとなりました。
　富田砕花顕彰会では、次回以降
も継続して顕彰事業を実施してい
くため、市民の皆さんのご寄付を
募っています。
　１口・１,０００円（何口でも可）を、下
記口座へお振り込みくださいます
ようご協力をお願いします。

　◆金融機関　尼崎信用金庫
　　　　　　　阪神芦屋支店
　◆口座種類　普通預金
　◆口座番号　№０２２４５９３
　◆口座名義　富田砕花顕彰会

富田砕花顕彰事業への
ご寄付を募っています
ご協力をお願いします

【選考委員】＜敬称略・５０音順＞
　伊勢田史郎（詩人・郷土史家・ＮＨＫ神戸文化センター講師）
　大野　新　（詩人・文芸評論家）
　杉山　平一（詩人・映画評論家・帝塚山学院大学名誉教授）
　安水　稔和（詩人・神戸松蔭女子学院大学教授）
　
　※応募詩集は、富田砕花旧居で２月２０日から展示します。
　※富田砕花旧居は、毎週水曜日・日曜日に開館します。

くにさだ　きみ氏


